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★摂食嚥下リハビリテーションの訓練法の開発
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図1 電極貼付部位
舌骨上筋群 (Ⅰ)  ，舌骨下筋群 (Ⅱ) ，胸鎖乳突筋 (Ⅲ)，右下顎部 (Ⅳ)

（佐藤ら，2018より引用）
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★発話・嚥下時の顎口腔顔面運動と筋活動動態の解析

高齢者では，嚥下時の喉頭挙上不全が誤嚥の一因として問題視されてきた (Shaker 
et al, 1997)．頭部挙上訓練は，舌骨上筋群の筋力を向上し，喉頭挙上を改善する目的
で開発された (Shaker et al, 1997)．しかし，頭部挙上訓練は運動負荷が高く，実施困
難な高齢者や嚥下障害例が多い．(Easterling et al, 2005)．そこで我々は，以下の点を
検証してきた．今後，舌挙上が高齢者や嚥下障害例に対し，新たな喉頭挙上訓練法とし
ての効果検証を予定している．

①舌挙上が頭部挙上より舌骨上筋群の筋力を選択的に発揮する（図2） (佐藤ら, 2018)
②舌圧50 %の強度で筋力強化できる可能性がある (図3) (佐藤ら, 2021)
③舌挙上が嚥下反射の回数や口腔運動に与える効果 (佐藤ら，2020) 

図2 課題ごとの舌骨上筋群の筋活動
（佐藤ら，2018より引用）
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図3 舌骨上筋群を筋力強化するための舌圧強度の推定
（佐藤ら，2021より引用）
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図4 舌圧50%時の舌骨上筋群の筋活動の変化
（佐藤ら，2019より引用）

話しことば（発話）は，呼吸器系で呼気流，喉頭で音（喉頭原音）が生成され，
構音器官の運動を変えてことばを発している．母音や子音は，構音器官といわ
れる「顎・口腔・顔面」の形を変えて発音される．母音は口の開き方（舌の高
さ）や舌の前後位置（赤丸），口唇の丸めの有無（緑丸）の形態を変化させて
いる（図5）．我々は3次元動作解析装置を用いて，発話・嚥下時の顎顔面運
動と筋活動動態の解析を行っている（図6）．

「あ」 「い」 「う」 「え」 「お」

図5 母音生成時の顎顔面運動の変化
（峰松信明（日本音声学会音声学普及委員会）より一部改変）

図6 「あ」発音時の顎顔面運動の変化
（顎顔面にマーカーを貼付し，3次元的に動作を解析）


